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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 我々は急性腹症の診断の一助として，腹腔鏡を使用

しているが，腹腔鏡を使用する場合の重大合併症の一

つとして気腹による循環不全が挙げられる．しかしそ

の原因について確固たる定説はなく，また気腹圧につ

いても明確な理論的根拠がない．そこで著者は，この

点を明らかにするために犬を用いて，気腹圧を0～50

mmHgと変化させた場合循環動態に如何なる変化が

現れるか，また出血性ショック犬を作成し，同じ操作

を加えたとき，如何なる循環動態の変化が現れるか，

おのおのを正常犬の場合と比較検討した．

 実験方法

 雑種成犬（約10kg）31頭を，静脈麻酔下，気管内挿

管し人工呼吸を行ない実験に使用した．各犬について

左内頚動脈より動脈圧と脈拍数を，そして左内頚静脈

より中心静脈圧を，左大腿静脈より大腿静脈圧を，そ

して左下腹部にエラスターを挿入して腹腔内圧を測定

した．また胸骨正中切開にて上行大動脈を露出し，こ

こに電磁血流計を装置し，心拍出量を測定し，次に右

胸腔内にて下大静脈を露出，これに電磁血流計を挿入

し下大静脈血流量の測定を行なった．この様にして作

成した実験犬を正常犬21頭，脱博才！0頭の2群に分け

た．この2群について気腹圧を10，20，30，40，50mmHg

と変化さぜた場合の動脈圧，中心静脈圧，大腿静脈圧，

脈拍数，心拍出量，下大静脈血流量を測定した。

 結果および結論

 1）正常犬では気腹圧の軽度の上昇（10～20mmHg）

によって下大静脈血流量の増加，中心静脈圧の上昇と

共に，心拍出量の増加，動脈圧の上昇が認められるが，

気腹圧の高度上昇（30～50mmHg）では，下大静脈血

流量が低下し，中心静脈圧の上昇も止まり，心拍出量

が低下し，動脈圧もやや下降を示す．脈拍数は余り変

動はないが，大腿静脈圧は一方的に上昇した．

 2）脱血犬では気腹圧の軽度上昇（10～20mmHg）に

よって，正常犬と同じよう下大静脈血流量の増加，中

心静脈圧の上昇と共に，心拍出量の増加，動脈圧の上

昇を示し，高度の上昇（30～50mmHg）でもこの傾向

は維持され，初期の脱血による低血圧を補う効果が認

められた．

 3）正常犬と脱血犬の間に血液ガス分析に差はな

かった．

 以上の実験結果から，通常腹腔鏡施行時の気腹圧20

mmHgでは，循環状態としては安定しており，脱血の

ある場合はむしろ有利に作用すると考えられる．
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論 文 審 査 の 要 旨

 急性腹症の診断の一助として腹腔鏡を用いているが，その際行なう気腹の影響が明確でない．著者

はこの点に着目し，犬を用いて各種気腹圧における循環動態の変動を検討した結果，日常用いる20

mmHg前後の気腹では循環状態は安定しており，脱血のある場合はむしろ有利に作用することを明ら

かにした．

 本研究は学術上価値あるものと認める．
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